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佐倉市立臼井中学校 

国語研究部 

主題を自分なりに読み取り、その内容を自分の言葉 

で表現できる生徒の育成。 

～協働的な学習を通して～ 
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１ 研究主題 

２ 主題設定の理由 

 （１）学習指導要領から 

 物語の読む力において、登場人物の心情を読み取る力、作品の主となる要素（主題）を読み取る力は必

要不可欠である。その力を伸ばすことが、物語を楽しむ心を育み、「自分だったらどうするだろうか」と

いった、より深い読み取る活動に繋がっていく。しかし、登場人物の心情は、セリフや想いだけでなく、

情景描写から読み取ることも方法の一つとしてある。登場人物の心情＝セリフや想いと決めつけるので

はなく、どのような道筋からでも答えにたどり着く可能性を秘めていることを知ることで、作者の一言一

句を楽しみながら読む力を育むことができると考えた。 

主題に設定した「自分なりに読み取る」とは、読み取り方法を自分で選択することで、積極的に読み取

ったり、自分にあった形式で内容をまとめたりすることで、自分の言葉を他者に伝わるように表現を工夫

するようになると考え設定した。 

 現行の学習指導要領に示されている国語科の目標では、「言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動

を通して、国語で正確に理解し適切に表現する資質・能力を育成すること」を目指している。中学校第１

学年の「Ｃ読むこと」に関する目標である「（１）イ 場面の展開や登場人物の相互関係、心情の変化な

どについて、描写をもとに捉えること。」「（１）ウ 目的に応じて必要な情報に着目して要約したり、場

面と場面、場面と描写などを結びつけたりして、内容を理解すること。」第２学年の「（１）イ 目的に応

じて複数の情報を整理しながら適切な情報を得たり、登場人物の言動の意味などについて考えたりして、

内容を解釈すること。」に迫り、生徒に読む力をつけさせたいと考えた。これらを第１学年においては「（２）

イ 小説や随筆などを読み、考えたことなどを読み、考えたことなどを記録したり伝えあったりする活

動。」第２学年においては、「（２）イ 詩歌や小説などを読み、引用して解説したり、考えたことなどを

伝え合ったりする活動。」という言語活動を通して指導することを目指した。 

 （２）学校教育目標等から 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 読み取り方法の選択及び、自分にあった形式で言葉を表現する活動を個別最適な学びとして設定した。

また、少人数グループで話し合い活動を取り入れることで、他者との協働的な学びを推進し、多様な視点

から物語を分析するなど、より深い読みが実現できるよう工夫した。 

 

主題を自分なりに読み取り、その内容を自分の言葉で表現できる生徒の育成。～協働的な学習を通して～ 

〇学校教育目標 

明るく 直く たくましく ～すべての活動に真摯に全力で取り組む臼井中生～ 

〇めざす生徒像 

・すすんで学習する生徒 

○学校研究主題 

・すべての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと協働的な学びの実現に向けて 

〇取り組みの重点 

・グループ活動やペアでの話し合いを充実させ、より良い学習集団の育成を図る授業。 
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（３）生徒の実態から 

本校は、各学年３クラス、特別支援学級３クラスの１２クラス、全校生徒２９９名の学校である。生

徒は明るく素直で、落ち着いた学校生活を送っている。学習に対しては、海外から転校してきて言語理

解が追いつかない生徒、内容を理解できない生徒も一定数おり、学習活動の取り組みに対しては大きな

差があるため、予め教科書に振り仮名をふり、常時タブレットを起動させて、意味がわからない語句に

は、すぐに調べられる環境を用意している。 

 全国学力・学習状況調査では、「目的に応じて必要な情報に着目し要約する問題」が県、全国平均を下

回り、課題がある。授業でも、物語において登場人物の発言から心情を考える活動では、積極的に発表す

る生徒がいる一方で、考えることをあきらめてしまう消極的な姿が見られる。積極的に取り組む生徒も、

登場人物の心情を理解することで終わり、作品のテーマや自分に置き換えるといった深い読み取り活動

では、手が止まってしまうことも多い。「一つの重要表現から読み取らなければいけない」と難しく考え

てしまっていることが、このような結果につながっている可能性がある。また、定期テストでは、平均点

は６０点前後であるが、予習・復習を積極的に取り組む生徒もいる一方で、課題を出すことで満足する生

徒もいるといった、学習に対する意欲の差もあり、３０点以下の生徒が全体の１０％を占めている。よっ

て、授業の中では教え合いの時間を積極的に設け、協働的な学習形態を取り入れるようにしている。 

 

【生徒アンケート結果】 

 「国語の学習は好きですか」という問いに対し、約７割の生徒が「①好き、②どちらかというと好き」

と答えている。肯定的に答えた生徒に対して、さらに「①物語文②説明文③古文④漢字・文法」の中でど

の学習が特に好きかを問うた。その結果、①物語文と答えた生徒が約７割の生徒と圧倒的に多く、その理

由として「登場人物の心情を読み取るのが楽しいから。」、「クラスの仲間の感想を聞くことで、自分と違

う視点を知ることが面白いから。」等があった。 

 また、「国語の学習は好きですか」という問いに対し、「③どちらかというと苦手、④苦手」と否定的に

答えた生徒に対して、「①物語文②説明文③古文④漢字・文法」の中でどの学習が特に苦手かを問うた。

その結果、「①物語文」と答えた生徒が一番多かった。その理由として「登場人物の気持ちを読み取るの

が、難しく感じるから。」、「場面ごとに時代や時間の流れが変わってしまうことがあり、ややこしいから。」

等があった。 

 次に、「これからさらに伸ばしたい力は何ですか。」及び、「教え合い学習やグループワークで学習内容

が深まったと感じた授業はありますか。」という問いに対しては、半数以上の生徒がそれぞれ「読む力」、

「物語文」と答えた生徒が半数程度いた。 

 これらの結果から、今回の単元で多角的な視点から文学作品を読み取る作業を通して、心情理解のア

プローチ方法を知ることにより、物語文の苦手意識を克服し、内容を深めることができると考える。そし

て、生徒が伸ばしたいと感じている読む力をつけるためには、学び合いが効果的な学習であると考える。 
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３ 研究の仮説 

仮説（１） 実践１ 

 自分に合った読み取り方を選択し、対話的・協働的な活動をすればより深く登場人物の心情を読み取る

力が育つだろう。 

＜手だて＞ ①少人数班による学習。 

      ②意見の共有と助言。 

      ③話し合いの振り返り活動を行う。 

 

仮説（２） 実践２ 

 自分に合った形式で内容をまとめれば、主題やテーマを正確に読み取る力が育つだろう。 

＜手だて＞ ①作品の帯を作成する。 

      ②他学年に作品を共有し、帯を読んだ感想を書いてもらう。 

      ③感想を確認し、振り返り活動を行う。 
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４（１）第１学年の実践 

第１学年３組 国語科学習指導案 

指導者 髙井 陽 

  展開場所 １年３組 

 

１ 単元名 『少年の日の思い出』を読み、語りに着目して登場人物の心情を読み取ろう。 

（主な教材：『少年の日の思い出』教育出版） 

 

２ 本単元における言語活動 

 『少年の日の思い出』を読み、語りに着目して登場人物の心情を想像し、自分の考えを伝え合う。             

（関連：〔思考力、判断力、表現力等〕C（２）イ） 

 

３ 単元について 

（１）単元観 

本単元は、学習指導要領第１学年読むこと「イ 場面の展開や登場人物の相互関係、心情の変化などに

ついて、描写を基に捉えること。」を受け、登場人物の心情や行動、情景描写などを注意深く読み進める

ことを通して、文学的な文章の解釈の仕方を学習する。その際、読み手（生徒）が多角的な視点から読む

ことが重要であると考える。 

小説の特徴については、入門期の『桜蝶』で学び、語り及び語り手について『オツベルと象』で学んだ。

これらを土台に本教材では、語り手の位置としての人称について学び、場面の展開や心情の読み取りを深

めることができるようにしたい。このことは、第２学年『走れメロス』、第３学年『故郷』の学習へと発

展していく。 

 『少年の日の思い出』の内容は次のようなものである。チョウ収集の熱情が絶頂にあった頃、「僕」が

「エーミール」のチョウを盗み、自分の手でチョウをこなごなにしてしまう。そして、大人になってから

も、この少年の日の苦い思い出に凍りついている「僕」（客）が、この自身の思い出を、「私」に語り始め

る。それを聞いた「私」が「彼」の少年の日の思い出を、改めて語り直す内容となっている。「僕」の心

情の変化が多くの表現で描写され、冒頭部分で使われている情景描写も回想場面での登場人物の心情の

変化につなげることができる。そのことから、様々な描写に込められた作者の意図や登場人物の心情を多

角的に読み取る活動を通して、作品理解につなげたい。そのために、多角的な視点から表現を読み、互い

の考えを伝え合う協働的な学習を行いたい。また、「みちしるべ 2」に記されている「『私』が語る『客（＝

回想の中の僕）』が聞いたとしたら、自分自身の少年時代について、どのようなことに気づくだろうか。

意見を交流しよう。」といった課題や「エーミール」に対する「僕」の恣意的で一方的な語り方から着目

する「エーミール」への「僕」の複雑な心情を読み取る課題等を設定することで深い学びを目指していき

たい。 

 

（２）生徒の実態（男子１７名 女子１８名 計３５名） 

 生徒はこれまでに、『桜蝶』や『オツベルと象』などの学習を通して、登場人物の心情だけでなく、小

説の特徴や語り手の語りから場面を想像する方法を学んできた。 
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 登場人物の心情を理解する時、感情を表す直接的な表現を抜き出すことができるが、情景描写から想像

することを苦手としていたり、場面の役割まで考えて読み深めたりすることは苦手な傾向である。 

 今回の単元にある、多角的な視点から文学作品を読み取る作業を通して、心情理解のアプローチ方法だ

けでなく、作品そのものの楽しみ方も深まるだろう。 

 

（３）指導観 

 第１次では、「学びナビ」を読み、作品の特徴を確認してから本文を読み、あらすじをつかませる。生

徒によって語彙力に差があるため、わからない語句はタブレット端末を使用して調べさせ、効率的に作品

を理解させる。 

 第２次では、登場人物の心情を読み取る活動を中心に取り組ませる。心情を読み取るために、今回は「登

場人物のセリフや行動から心情を読み取る『心理学者』」と「風景や光の明暗といった情景描写から読み

取る『美術評論家』」の２つのアプローチ方法を用意した。「時代背景から読み取る『歴史学者』」なども

候補にあったが、難易度が高く、生徒の混乱を防ぐため、２つにした。自分にあった方法を選ぶことで、

意欲的に取り組み、同じグループの仲間（２人～４人）と話合う（手だて①）ことで、意見の共有や取捨

選択ができるようにしていく。活動が止まっているグループには「この表現はどうして書かれているの

か？」と投げかけることでサポートしていく（手だて②）。「心理学者」と「美術評論家」での伝え合う活

動は少人数グループ（４人と２人 or３人 or３人）で設定し、自分の意見を伝える機会が増えることで他

者との違いに気づかせることができ、読み深める力を育むことができると考える。読み取り、考える時間

を確保するため、事前にパワーポイントで作成した資料をテレビに映し出し、教員の板書時間を減らして

いく。また、テレビに映し出されたまとめを全員で確認することで班ごとの差をなくし、読み取り方法は

多角的にアプローチできることを全員で共有し、振り返り活動を行う（手だて③）。 

 第３次では、第２次で行った本文から読み取る情報から発展し、作品には書かれていないその先を本文

から考え想像させることで作品理解につながると考える。また、言語活動の中で、気づいたこと、自分の

考えの変化が振り返りできるようなワークシートを設定する。 

 

４ 単元の目標 

 ・事象や行為、心情を表す語句の量を増すとともに、語句の辞書的な意味と文脈上の意味との関係に

注意して話や文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにすることができる。                                          

〔知識・技能（１）ウ〕 

 ・場面の展開や登場人物の相互関係、心情の変化などについて、描写を基に捉えることができる。                                     

〔思考・判断・表現 C（１）イ〕 

 ・文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えを確かなものにすることができる。 

〔思考・判断・表現（イ）オ〕 

 ・小説や随筆などを読み、考えたことなどを記録したり、伝え合ったりすることができる。 

 〔思考・判断・表現 C（２）イ〕 

 ・言葉がもつ価値に気付くとともに、進んで読書をし、我が国の言語文化を大切にして、思いや考えを

伝え合おうとする。                      〔学びに向かう力、人間性等〕 
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５ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

①事象や行為、心情を表す語句の

量を増すとともに、語句の辞書

的な意味と文脈上の意味との

関係に注意して話や文章の中

で使うことを通して、語感を磨

き語彙を豊かにしている。                                          

（（１）ウ） 

①場面の展開や登場人物の相互

関係、心情の変化などいつい

て、描写を基に捉えている。                                

（C(１)イ） 

②文章を読んで理解したことに

基づいて、自分の考えを確か

なものにしている。 

（C(１)オ） 

①粘り強く登場人物の心情を把 

握し、学習の見通しをもって自

分の意見を伝えようとしてい

る。 

 

6 指導と評価の計画（全６時間） 

次 時配 学習内容と学習活動 指導上の留意点 評価規準（観点）【方法】 

第

一

次 

１ ・「学びナビ」を読

み、内容を整理す

る。本文を通読

し、作品の構成を

理解する。 

・登場人物と難解な語句に印をつける

よう指示する。 

・通読後、語り手が全文を通じて

「私」であることを確認させる。 

・難解な語句の意味をＩ

ＣＴを使って理解し、

語感を磨き語彙を豊か

にしている。 

（知識・理解①） 

【ワークシート①】 

第

二

次 

２  

本時 

・現在の「私」と

「客」の場面の

「客」の心情を理

解する。 

・表現の特徴につい

て考え、話し合

う。 

・情景描写が「客」の辛い過去に繋がっ

ていることを理解させる。 

・「客」が「彼」「友人」「僕」と違う

呼び方をされているが、同一人物で

あることをおさえる。 

・登場人物のセリフや情景描写など

色々な表現から読み取ることができ

ることを確認する。 

・場面の展開や登場人物

の相互関係、心情を描

写からまとめ、伝えあ

っている。 

（思考・判断・表現①） 

【ワークシート②】 

３ ・「僕」と「エーミー

ル」のチョウに対

する考え方の違い

を捉え、「エーミー

ル」に対する心情

の変化をプリント

にまとめる。 

・「僕」とエーミールの塔の展翅の仕方

を比較し、「僕」がチョウを捕らえる

ことに重点をおいていたことをまと

めさせる。 

・表現に注目し、登場人

物の考え方の違いを読

み取り、まとめている。 

（思考・判断・表現②） 

【ワークシート③】 

 

４ ・「僕」と「エーミー

ル」はお互いのこ

とをどう思ってい

・「エーミール」の「僕」への想いは、

「僕」の考えであることを確認させ

る。 

・粘り強く登場人物の心

情を捉えるとともに、

見通しをもって小説を
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るかを捉え、盗み

を犯した理由を考

える。 

・エーミールに対する羨ましさ、獲物を

手に入れた満足感、盗みを犯した背

徳感がヤママユガを潰してしまった

絶望感へと大きく感情が揺れ動く様

子をまとめさせる。 

読んで考えたことを伝

えようとしている。 

（主体的に学習に取り組

む態度①） 

【観察】 

 

５ ・「僕」がチョウをこ

なごなにした理由

を話し合う。 

・「エーミール」の言葉を聞いた「僕」

の「エーミール」に対する感情をおさ

える。 

・大事にしていたものを「こなごな」に

した僕の気持ちをイメージさせ、事

件の原因となったチョウの収集への

怒りであることに気づかせる。 

・粘り強く登場人物の心

情を捉えるとともに、

見通しをもって小説を

読んで考えたことを伝

えようとしている。 

（主体的に学習に取り組 

む態度①） 

【観察】 

 

第

三

次 

６ ・私が語り直す僕の

少年時代の日の話

を、現在の僕が聞

いたとしたら、僕

は何を思うのか考

える。 

・いま一度、僕がエーミールにしたこ

と、僕のエーミールへの感情を振り

返らせる。 

・大人になった僕が「もう、けっこう」

「実際話すのも恥ずかしいこと」と

発言したのは、自身の行いを恥じて

いることの表れであることをおさえ

させる。 

・他の意見をもとにして自分の意見を

書かせる。 

・課題について話し合い

ながら、語り手につい

て考えていたことをま

とめている。 

（思考・判断・表現③） 

【ノート】 
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７ 本時の指導（２／６） 

 （１）目標 

   ・場面の展開や私と客の相互関係、客の心情を描写からまとめ、伝えあっている。 

［思考・判断・表現①］ 

（２）展開 

時配 学習内容と学習活動 指導・支援 ○評価（観点）【方法】 資料 

２ 

 

 

 

２ 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

２０ 

 

 

 

 

 

 

１ 前時の学習を振り返る。 

 ・登場人物や「僕」のしたことを

確認する。 

 

２ 本時の学習と学習のめあてを

知る。 

 

 

３ ワークシートの役割分担をす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４  冒頭部分の範読を聞きなが

ら、心理学者はセリフや行動

に、美術評論家は色や光など

に線を引く。 

 

５ それぞれの役割でワークシー

トに取り組む。 

 

 

 

 

 

・口頭にて前時の学習内容を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

・ワークシートを配付し、画像（スライド①）を

用いて役割（心理学者・美術評論家）について

説明し、班隊形（６人班）に移動後役割分担を

させる。 

・自分にあった役割を選ぶ際に、役割が１人にな

ることがないように、１つの役割において「２

～４人」になるように伝える。 

 

 

 

 

・冒頭部分の範読をする。 

・難しい単語はその場で意味を説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テレビ 

（ ス ラ

イド①） 

 

ワ ー ク

シート 

 

 

 

 

 

 

ワ ー ク

シート 

 

 

 

 

 

ワ ー ク

シート 

 

 

 

ワ ー ク

シート 

 

「客」の蝶への思いを、多角的な視点で読み取ろう。 

※心理学者（３人）：登場人物のセリフや行動に着目し、心理状態を深く掘り下げる。 

※美術評論家（３人）：色や光といった視覚的効果に着目し場面の世界観を捉える。 

○場面の展開や登場人物の相互関係、心情を描

写からまとめ、相手に伝わるように工夫して

いる。 

（思考・判断・表現①）【ワークシート】 

・美術評論家グループには選んだ「表現の作品

上の役割」を、心理学者グループには「「客」

の思い出との向き合い方」、といった考えさ

せる声かけをしていく。 

《「努力を要する」と判断した生徒への手立て》 

・教員が表現を抜き出し、その表現について考

えさせる。 
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１０ 

 

 

 

 

５ 

 

５ 

６ 「心理学者」と「美術評論家」

でそれぞれが読み取って考え

たことを、相手グループに伝

える。 

 

７ 教師が作成した解答例を聞 

く。 

 

８ 本時の学習を振り返る。 

  話し合いで気づいたことを記

入する。 

・必要なことは、ワークシートに記入するように

指示する。 

 

 

 

・教師の解答例と異なった表現や、効果を発表さ

せ、全体で共有する。 

 

 

 

 

 

テレビ 

（ ス ラ

イド②） 

（３）板書計画 ※読み取る時間を確保するため、プリントと ICTを活用する。 
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（４）資料（プリント） 
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【仮説に対する成果と課題】 

仮説（１） 実践１ 

 自分に合った読み取り方を選択し、対話的・協働的な活動をすればより深く登場人物の心情を読み取る

力が育つだろう。 

 

○成果 

・「心理学者」「美術評論家」といった自分にあった読み取りをすることで、普段は諦めてしまう生徒も、

級友の意見を聞いて、語句に線を引くといった姿が見られ、粘り強く取り組む姿勢がみられた。 

・対話的・協働的な活動の中で、意見の共有だけでなく、話合うことで「客が蝶の名前を覚えていること

から、蝶のことが好き」だけでなく「闇」といった表現が使われていることから、蝶に対して嫌な思い

出があり、これから暗い話につながっていくとわかった。」と、いった意見をより深めようとする姿勢

がみられた。 

・心情理解において、多くの読み取り方法があることに気づいた生徒が多くいただけでなく、多くの表現

が心情理解につながっていることを実感していた。 

 

○課題 

・書くことを苦手としている生徒が、言葉を抜き出しても効果を書く時に手が止まっていたので、「その

言葉からどんなイメージができるか」といった声掛けをするなど、さらなる支援が必要である。 

・自分で表現を見つけることができない生徒は、班の仲間の意見を書き写して終わってしまった。そうい

った生徒には、仲間が見つけた表現を教えてもらい、そこからどんな効果があるかを考えさせるべきだ

った。 

・読む活動、書く活動、話合う活動と、内容が多すぎて時間が足りなかった。自分の意見をまとめる時間

で１時間、話合って意見をまとめる時間で１時間とるべきだった。 
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資料① 

○美術評論家を選んだ生徒のワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料② 
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○心理学者を選んだ生徒のワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料③ 

話し合い活動の様子 

①役割ごとの話し合い 
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資料③ 

話し合い活動の様子 

①役割ごとの話し合い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②心理学者と美術評論家の意見の共有 
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４（２）第２学年の実践       

              第２学年２組 国語科学習指導案 

 

                                   指導者 草野 健一 

                                                                     展開場所 ２年２組 

 

１ 単元名  「彼」のこれまでの生き方についての自分の考えを広げたりしながら、物語の内容       

を正しく読み深め、１年生が興味をもつような本の帯を作ろう。 

 （主な教材：「夏の葬列」教育出版） 

 

２ 本単元における言語活動 

本単元は、「夏の葬列」に登場する「彼」のこれまでの生き方や、「彼」に救いはあるのかを考えなが 

ら、物語の内容を下級生に伝え、興味・関心をもたせるための本の帯を作る活動を通して、自分の考えを

広げたり深めたりする。 

                       （関連：〔思考力、判断力、表現力等〕Ｃ（１）イ） 

 他者に物語の内容を正確に伝え、文学作品の表現の面白さを共働的に学習していくものとする。（本の

帯の表面には、作品の中の印象的な表現や作品の内容を要約した言葉とイラストを入れ、裏面には自分

の考えや物語を要約した書評を入れる。） 

                                        （関連：〔思考力、判断力、表現力等〕Ｃ（２）イ） 

 帯を１年生に読んでもらい、物語の内容の予想文や感想を書いてもらう。共働的な言語活動の学びを 

することで、さらに考えを広めたり、表現力をひろげる力を高めることができる。                    

（関連：〔思考力、判断力、表現力等〕Ｃ（１）オ） 

 

３ 単元について 

（１）単元観 

 本単元では、「彼」が幸福の絶頂から奈落の底に、一気に突き落とされる。ここで、「彼」の心情の変化

を展開に沿って捉えていくためには、叙述から心情の変化が分かる部分と根拠となる部分を抜き出し、

情報と情報との関係の様々な表し方を理解し使う力を高めることができる。また、「彼」のこれまでの生

き方を捉え、「彼」には救いがあるのかを自分なりに考えるには、叙述と自分の知識や経験とを結びつけ

ることが不可欠である。第１学年では、「少年の日の思い出」に登場する「僕」がチョウチョをこなごな

に押しつぶしてしまったことの意味を説明する活動を通して、叙述に基づいて、自分の考えを     

確かなものにする力を高めてきた。 

 さらに、本作品は、自分の考えを確かなものにするだけでなく、過去と現在、登場人物の関係性が複雑

に入りまじった構成であるため、正しく作品を読む力も必要とされる。読み取ったことや考えを、他学年

の生徒に伝えることで、共働的な学びにも使用できる教材であろう。 
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（２）生徒の実態（男子１４名 女子１７名 計３１名） 

 知識・技能については、説明的な文章「日本の花火の楽しみ」と「水の山 富士山」における筆者の説

明の仕方の工夫を比較しながら読む活動において、１２名の生徒が共通点と相違点のそれぞれに、気付

き、１９名の生徒が複数の共通点と相違点に気づき、教科書に線を引き、ワークシートにまとめ、情報と

情報との関係の様々な表し方を理解することができていた。これは、初めに、それぞれの文章における論

理の展開や文章全体の構成を把握したうえで教材に入ったことが大きな要因である。 

 思考・判断・表現については、文学的な文章である重松清著の「タオル」で、各自が学習後の感想を記

入したあと、班での他者の意見を聞き、感想や意見を再構成させた生徒が８人しかおらず、他者の意見か

ら自分の考えを広げたり、深めたりすることを苦手とすると思われる。これは、読む方も、他者の感想や

意見を読み、それを自分の考えと比較するということに慣れておらず、書く方も、自分の思いや考え      

を正しく印象深く相手に伝えようとする学習が不足しているからだと思われる。また、文章を推敲する

際には、タブレットで行う方がしやすいという意見が大半だったので、すべて、タブレットで打ち、作文、

表現活動を行った。 

    

（３）指導観 

第一次の過程では、語り手が三人称限定視点であること、「彼」が「自分」と「おれ」と併記されてい

ることを押さえることで、「彼」の内面が描かれている作品であることを理解できるようにする。 

 作品を初読した後に感想を書かせ、次時に感想を共有することで、多くの生徒が、彼の生き方を考え、

「彼」に逃げ場や救いはないと考えていることを理解せきるようにする。 

 まとめの学習として、本の帯を作成することで、「彼」のこれからの生き方を考えさせ、複雑な内容の

本文をもう一度整理し、作品のキーとなるものは何だったか、またそれをどう表現し、話の内容を興味深

く正しく伝えるかを考えさせるようにする。なお、生徒が作成する帯は、作品内の表現の「引用」「要約」、

「自分の感想、書評」「あらすじ」など、三つの内容が含まれたものとする。 

 第二次の過程では、叙述から心情が分かる部分と、根拠となる部分を抜き出させることで、「彼」の心

情の変化を捉えることができるようにする。なお、教科書に線を引いたり、ワークシートにまとめたり

し、自分なりに情報や心情の変化を整理できるようにする。 

 

４ 本単元の目標  

・情報と情報との関係の様々な表し方を理解し使うことができる。         〔知識・技能（２）イ〕 

・文章を読んで理解したことや考えたことを知識と経験と結び付け、自分の考えを広げたり深めたりす 

ることができる。                                   〔思考力・判断力・表現力Ｃ（１）オ〕 

・言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を生活に役立て、我が国の言語文化を大切にして、思いや

考えを文章と絵で伝え合おうとする。                         〔学びに向かう力、人間性等〕 
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 ５ 単元の評価規準 

        知識・技能      思考・判断・表現  主体的に学習に取り組む姿勢 

①情報と情報との関係の様々な

表し方を理解し、使っている。

（（２）イ） 

 

 

 

①「読むこと」に置いて、文章を

読んで正しく内容を理解して、

考えたことを知識、経験と結び

付け、自分の考えを広げたり、

深めたりしている。（Ｃ（１）オ） 

①進んで自分の考えを広げたり深

めたりして、今までの学習を生

かして、本の帯で表そうとして

いる。 

 

 

 

６ 指導の評価の計画（全８時間） 

次 時     学習活動      指導上の留意点  評価規準・評価方法 

 

第 

一 

次 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・範読を聴く。 

・どのような話か３０字程度で

まとめ、初読の感想を書く。 

・語り手と呼称など、登場人物

の設定の仕方を押さえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・登場人物の設定の仕方  

を捉えることで、本文の大筋

を理解することができる。 

（本時は、Ｃ（１）アに基づ

いて学習状況を捉え、指導を

行うが、単元の目標としてい

ないことから、本単元の評価

には含めない。） 

 物語の大筋を捉えよう。  

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

・初読の感想を書く。 

・感想を班で読み合う。 

・単元の課題を設定する。 

 

・本の帯の感想・書評を書く

際に比較できるよう、全体を

通した感想を書くようにさせ

る。 

 

〔主体的に学習に取り組む態

度①〕行動観察、記述分析 

     

 

 単元の課題を設定しよう  

 

 

 

 単元の課題 

「彼」のこれまでの生き方についての自分の考えを広げたりしながら、物語の内容を

正しく読み深め、１年生が興味をもつような本の帯を作ろう。 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

第

二

次 

 

３ 

 

 

 

 

・振り返りを共有して、「彼」の

心情の変化を捉えることを確

認する。 

・「彼」の心情が変化したことが

分かる叙述をノートに書き出

・「彼」の心情の変化と根拠と

なる叙述を線や矢印を用い

て結びつけていくようにさ

せる。 

 

・登場人物の言動の意味を考

えることで、「彼」の心情の

変化を捉えることができ

る。 

〔思考・判断・表現①〕行動
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す。 

・変化の根拠となる叙述を抜き

出して、心情の変化と線や矢

印を用いて結びつけることで

関連づける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察 記述分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「彼」の心情はどのように変

化しているのだろうか。 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・場面の時間的な展開と本来の

時間の流れを比較することを

確認する。 

・場面の展開と本来の時間の流

れを比較し、回想の場面があ

ることの表現効果を考える。 

・第３場面において、回想があ

ることの表現の効果を考え

る。 

・ワークシートで時間の流れ

を確認する。表現や登場人

物に注意させ、現在なのか

過去なのかを意識させる。

回想場面では、表現の仕方

にも注意させる。 

 

 

 

 

・場面の時間的な設定と時間

の流れを比較することで、

表現の効果を考えることが

できる。 

 〔思考・判断・表現①〕 

 

 

 

 

  

 

回想の場面は何のために 

あるのだろうか。 

 

 

 

５ 

 

本

時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・振り返りを共有して、彼の生

き方を考えながら、いよいよ

「彼」に救いがあるのかを確

認する。 

・第５場面を読んで、感じたり、

考えたりしたことを班で話し

合う。 

・「彼」の生き方を考え、「彼」に

救いはあるのかについて、考

える。 

・「彼」の生き方を考え、 

「彼」に救いはあるのかに

ついて、考え文章にし、本

の帯の、感想や書評に引用

するする部分を書き留めて

おく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「彼」の生き方を考え、 

「彼」に救いがあるのかど

うかを考えることで、「彼」

の言動の意味や知識や経験

と結びつけることができ

る。 

  〔知識・技能①〕 

行動観察 記述分析 

 

・「彼」の言動の意味を知識や

経験と結び付けて語り合っ

たり、気づいたことをワー

クシートに記入しようとし

たりしている。 

〔主体的に学習に取り組む態

 

 

 

 「彼」の生き方を考えよ 

 う。「彼」に救いはるの 

 だろうか。 
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    度①〕行動観察、記述分析 

第 

３

次 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学習してきたことを生か 

し、１年生が読みたくなるよ

うな「夏の葬列」の本の帯を作

る。 

 

   

 

 

・本の帯の作り方、書き方の

ワークシートをもとに作成

する。 

・イラスト、キーワード、 

（本文の引用）、本文の内容の   

投げかけ、などを使用する。 

・裏面には感想や、書評、推

薦文などを書いて、１年生

が関心を持つような内容の

ものにすることを意識させ

る。 

・１年生が読むことを意識さ

せて、言葉の意味など気を

つけさせながら書かせる。 

・帯の裏面には１年生が帯か

ら感じた話の内容や、帯の

評価を書いてもらうように

する。 

・「夏の葬列」の帯を作成し、

「彼」の言動の意味や知識

や経験と結び付けて考えて

いる。 

 

 

 

・帯を作成し、話の内容や自

分の考えを他者に伝えるこ

とで、自分の考えを広げた

り、深めたりしている。 

     〔知識・技能①〕 

      帯の記述分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

「彼」の生き方や「救 

 い」について考えな 

 がら、１年生に向け 

 た「夏の葬列」の帯を 

 作ろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

 

・１年生が書いてくれた感想を

読み、自ら作成した帯の表現

上の改善点や工夫点を見出

し、 自らの感想。ふりかえり

を記入する。 

 

 

・帯の裏面に書かれた感想や

物語の内容から、どう書け

ば、より伝わりやすかった

か考えさせる。 

・興味関心を持たせるキーワ

ードは何だったか考えさせ

る。 

・帯の感想を読み、表現上の

改善点や、より正確に内容

が伝わるにはどうしたらい

いかを考えさせる。 

〔思考・判断・表現①〕 

 ワークシート 

（ふりかえりシート） 
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 ７ 本時の指導（５／８） 

（１）目標 

・場面の時間的な設定と時間の流れを比較することで、表現の効果を考えている。 

                                    〔思考・判断・表現①〕 

 ・話し合い活動で、他者の意見から、自分の考えを深めようとしている。 

                                                             〔主体的に学習に取り組む態度〕 

 

 （２）展開 

時 配      学習内容と学習活動  指導・支援  〇評価（観点）【方法】   資料 

  ５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  前時の学習を振り返り、本  

時のめあてをつかむ。 

・本時のめあてを達成する見通しがもてる

よう、前時までのワークシートを参考に

「彼」の行動や言葉、心情の変化に着目さ

せる。 

・本時のめあてをつかむことができるよう

に、初発の感想が多かった「救いがない」

について考えていくことを伝える。 

 

 

前時のワーク

シート 

 

ワ ー ク シ

ート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【見出す】 

 前時までの学習「場面の移り変

わり」と「「彼」の心情の変化」

について振り返り、初発の感想

で多かった「救いがない」につ

いて考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 １５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  立場を明確にした上で、個  

人の考えをまとめる。 

 

・考えの意図を明確にできるよう、心情に着

目し、叙述と経験と結び付けるよう促す。 

・考えがまとまらない生徒には立場が明確

にできるよう、「事実を知らなかったこと」

は果たして「救い」なのか問いかける。 

◎叙述と自分の知識や経験を結びつけて考

えようとしている。 

    （思・判・表① 【ワークシート】） 

 

ワ ー ク シ

ート 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

【自分で取り組む】 

心情の変化に着目し、叙述をも

とにした根拠と、自分の経験を

もとにした根拠の視点から考

え、自分の意見をタブレットの

ワークシートにまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０ 

 

 

 

３  書いた内容を基に、タブレ  

ットを見せ合い、班で話し合う。 

・各自に付箋を配り、自分の考えに影響を与

えた意見を付箋に書き、ワークシートに貼

っていく。 

・次時の学習の帯作り時に、自分の意見を明

 

 

 

 

 

 

【広げ深める】 

どのような表現に注目すれば

 

 

学習課題 

 「彼」に救いはあるのか、今までの学習をもとに自分の考えを 

 まとめ、話し合おう。 
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「彼」の心情をつかめるかを考

える。また、そこから、自分の

意見を導き出す。「見方・考え

方」を働かせ、他人の考えを聞

く。疑問点や、自分と異なる考

えにつながる根拠をまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

確に表現できるよう、他人の異なる意見や根

拠を付箋に書いておく。 

・共有が停滞している班には、話し合いが深

まるように、「記憶の追放」、「封印」、「未

来の別の夏」など、過去と未来を示す表現

に着目するように助言する。 

・叙述と自分の知識や経験を結びつけて考

えようとしている。 

    （思・判・表① 【ワークシート】）  

◎意欲的に話し合いに参加し、他人の意見を

付箋に書き込もうとしている。 

      （態①） 【付箋】【行動観察】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

   

１０ ４ 本時の学習を振り返る。 

 

 ・共有することで考えを広げ、深められた

ことを確認できるよう、付箋に注目し、振

り返りを仕上げる。 

 

◎他人の意見をメモした付箋を参考に違う

視点での意見文を書き、より根拠立てた意

見文を書いている。 

 （思・判・表①【ワークシート】） 

ワ ー ク シ

ート 

付箋 

 

 

 

 

 

 

予想される意見 

 生徒：事実を知らなければ、「彼」はずっと逃げて

いたのかもしれない。知ってしまった今、「救い」

はない。 

 生徒：「二つの死が永遠に続くかもしれないのだ」

と事実を知ったことで、自分自身と向き合えたこ

とは救いだと思う。 

 生徒：「「逃げ場所はないのだ」「彼の足取りをひど

く確実なものにしていた」という表現から、自分自

身、もう「逃げ」がないことを認め、「逃げ」を求

めてはいないのではないか。 

【まとめあげる】 

他人の意見を聞いて、書いた付箋

をもとに、もう一度、「彼」に救い

はあるのかの自分の言葉で、再度、

意見文をタブレットのワークシー

トで推敲する。 
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（３）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【仮説に対する成果と課題】 

仮説（２）：自分に合った形式で内容をまとめれば、主題やテーマを正確に読み取る力が育つであろう。 

 

○成果  

 ・生徒は、彼に「救い」はあるのかを考え、意見文を書き、それを級友と意見交換することで、 

自分だけの考えでなく、他者の感想や意見を聞き、より深く正確に物語を読むことができた。

また、この作業で、対話的・協働的な学びをすることもできた。 

・そういった学習をしたうえで、物語の帯を作成することで、その主題となる表現やフレーズを

各自とらえられるようになった。１年生からは「来年、この勉強をするのが楽しみになった」

という意見も書かれており、興味・関心をひく部分でもよかったのではないかと思う。 

 

○課題  

・自分に合った形式とは、なかなか曖昧で、それを見つけるのが難しい。物語であるならば、今

回のような、読み深めるための、自分の思いを書く、 

正しく読んで、他者に紹介する文を書くという以外の方法があるのか、色々な方法を実践して

みる必要がある。 

・時間のかかる学習過程であるため、通常の教育課程で、すすめるのは難しいとも感じられた。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

夏
の
葬
列 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

山
川 

方
夫 

    

・
今
ま
で
学
習
し
た
内
容
、
本
文
に
書
か
れ
て
い
る
内

容
を
根
拠
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
文
章
を
遂
行
し
な
が
ら

書
こ
う
。 

 

・
自
分
の
経
験
を
も
と
に
し
た
視
点
か
ら
意
見
を
書
こ

う
。 

  
 

個
人
で
書
く
。 

 
 

 
 
↓

 

 
 

班
で
読
み
合
い
、
意
見
を
付
箋
で
貼
る
。 

 
 

 
 
↓

 

 

「
彼
に
は
救
い
が
あ
る
か
」
意
見
文
を
再
度
、 

 
 

書
い
て
み
よ
う
。 
 

 

「
彼
」
に
救
い
は
あ
る
の
か
、
今
ま
で
の
学
習
を
も

と
に
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
、
話
合
お
う
。 
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資料① 「彼」に救いはあるのだろうか。今までの学習をもとに自分の考えをまとめよう。 

    ※右は個人が書いたもので、左側の吹き出しが班の生徒が貼った付箋です。下は、それを参考に

書き直したものです。 
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資料編② １年生が読みたくなるような「夏の葬列」の帯を作ろう。 

     上段は２年生が書いた帯です。中段は１年生が書いた感想や、物語の内容の予想です。 

     一番下に書かれているのが、１年生の感想を読んだ２年生の反省点や感想です。 
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資料③ 

 こんなキーワードや文章、こんな絵で表現していました。その他の作品です。 
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